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研究実施のお知らせ 

2019 年 02 月 21 日 ver.1.1 

研究課題名 

乳房トモシンセシスにおける境界明瞭平滑な腫瘤の検討 

研究の対象となる方 

2015 年 04 月から 2017 年 12 月の間に島根大学医学部附属病院で乳房撮影と乳房

断層撮影を施行され、境界明瞭平滑な腫瘤を認めた患者様。 

研究の目的・意義 

乳房断層撮影では乳房の通常撮影では検出できない詳細な陰影を検出することが

可能で、乳癌検出の向上が期待できます。しかし、この検査で検出される病変には良

性病変も多く含まれると推測され、それらを区別することはしばしば難しい場合があ

ります。 

そこで今回は、過去に検査をされた患者様の画像から、境界明瞭平滑な腫瘤という

所見について評価し、その検出能や乳癌と良性病変との鑑別ができるかどうかを検討

することが目的です。 

研究の方法 

2015 年 04 月から 2017 年 12 月までの間に乳房の精査で、乳房撮影と乳房断層

撮影が行われ、境界明瞭平滑な腫瘤を認めた方 200 名（予定）の画像および診療デ

ータ（年齢、臨床経過、病理検査結果）を後ろ向きに評価させていただきます。診療

データは匿名化し、個人情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心の注

意を払います。 

研究に関するデータ及び関連資料は研究の終了を報告してから少なくとも 5 年間

保管し、その後匿名化した状態で廃棄（消去）します。 

研究の期間 

研究許可後、2020 年 3 月 31 日まで 

研究組織 

この研究は島根大学医学部放射線医学講座が行います。 

研究代表者（研究で利用する試料・情報の管理責任者）： 
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島根大学医学部放射線医学講座  山本伸子 

試料（検体）・情報の利用停止 

ご自身の試料（検体）・情報をこの研究に利用してほしくない場合には、ご本人また

は代理人の方からお申し出いただければ利用を停止することができます。 

なお、利用停止のお申し出は、2019 年 06 月までにお願いいたします。それ以降は

解析・結果の公表を行うため、情報の一部を削除することができず、ご要望に沿えな

いことがあります。 

相談・連絡先 

この研究について、詳しいことをお知りになりたい方、ご自身の試料（検体）・情報

を研究に利用してほしくない方、その他ご質問のある方は次の担当者にご連絡くださ

い。 

 

研究責任者： 

島根大学医学部放射線医学講座 山本伸子 

〒693-8501 島根県出雲市塩冶町 89-1 

電話 0853-20-2289  FAX 0853-20-2285 

 


